
中国の文化Ⅲ

日中文化交流史

第三回 朝貢から外交へ



Ｑ 倭国の使者はどれでしょう？ 前
回
の
復
習

現
生
人
類
は
、
そ
の
優
れ
た
言
語
能
力

に
よ
っ
て
高
度
な
文
明
を
築
い
た
。

ア
ジ
ア
各
地
か
ら
日
本
列
島
に
渡
り
、

縄
文
、
弥
生
の
文
化
を
築
い
た
人
々
は
、

遺
伝
的
に
は
多
様
な
集
団
で
あ
っ
た
が
、

や
が
て
日
本
語
を
共
通
言
語
と
し
、
時
間

や
空
間
を
超
え
て
知
識
を
伝
達
・
蓄
積
す

る
こ
と
で
、
独
自
の
文
化
圏
を
形
成
し
て

い
っ
た
。

日
本
列
島
に
誕
生
し
た
日
本
語
文
化

圏
・
倭
は
、
紀
元
後
ま
も
な
く
中
国
と
の

交
渉
を
開
始
し
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
儒
教
や
仏
教
な
ど
の
先

進
的
な
文
明
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

近
年
に
は
、
日
本
や
中
国
、
韓
国
で
の

新
た
な
考
古
学
的
発
見
に
よ
っ
て
、
倭
と

ア
ジ
ア
各
地
の
交
流
が
し
だ
い
に
明
ら
か

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。



ア
ジ
ア
の
国
際
社
会
へ
の
デ
ビ
ュ
ー

日
本
語
を
共
通
語
と
し
て
独
自
の
文
化

圏
を
形
成
し
た
「
倭
」
は
、
西
暦
一
世
紀

ご
ろ
か
ら
中
国
に
使
節
を
送
り
、
ア
ジ
ア

の
国
際
社
会
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）宋書(早稲田大学図書館蔵)

日
本
語
文
化
圏
・
倭
の
拡
大

〔
解
説
〕

五
世
紀
ご
ろ
、
倭
は
日
本
列
島
全
体
に

勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
す

は
、
倭
王
武(
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王)

が
四
七
八

年
に
中
国
南
北
朝
時
代
の
宋
の
順
帝
に

送
っ
た
上
表
の
中
に
記
さ
れ
、
そ
れ
を
裏

付
け
る
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
。



ア
ジ
ア
の
国
際
社
会
へ
の
デ
ビ
ュ
ー

日
本
語
を
共
通
語
と
し
て
独
自
の
文
化

圏
を
形
成
し
た
「
倭
」
は
、
西
暦
一
世
紀

ご
ろ
か
ら
中
国
に
使
節
を
送
り
、
ア
ジ
ア

の
国
際
社
会
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）宋書(早稲田大学図書館蔵)

倭
王
武
の
上
表(

四
七
八
年)

倭
国
王
は
順
帝
の
昇
明
二
年(

四
七
八)

、

使
節
を
派
遣
し
て
上
表
し
て
言
っ
た
。

「
わ
が
国
は
辺
境
に
封
じ
ら
れ
、
外
部
の

藩
屏
と
な
っ
て
い
ま
す
。
父
祖
の
代
よ
り

甲
冑
を
纏
っ
て
山
川
を
渉
り
、
休
む
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
は
毛
人(

蝦
夷)

五
十
五
国
、
西
は
衆
夷(
熊
襲
、
隼
人
な
ど)

六
十
六
国
、
さ
ら
に
海
を
渡
っ
て
北
の
九

十
五
国
を
征
服
し
ま
し
た
。
」

『
宋
書
』
巻
九
十
七
倭
国
伝



金
錯
銘
鉄
剣
（
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
）



N稲荷山古墳出土金錯銘鉄剣（ちょこたび埼玉放送局「古代の息吹が聞こえるさきたま古墳公園」より）



ア
ジ
ア
の
国
際
社
会
へ
の
デ
ビ
ュ
ー

日
本
語
を
共
通
語
と
し
て
独
自
の
文
化

圏
を
形
成
し
た
「
倭
」
は
、
西
暦
一
世
紀

ご
ろ
か
ら
中
国
に
使
節
を
送
り
、
ア
ジ
ア

の
国
際
社
会
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）宋書(早稲田大学図書館蔵)

倭
王
武
の
上
表(

四
七
八
年)

倭
国
王
は
順
帝
の
昇
明
二
年(

四
七
八)

、

使
節
を
派
遣
し
て
上
表
し
て
言
っ
た
。

「
わ
が
国
は
辺
境
に
封
じ
ら
れ
、
外
部
の

藩
屏
と
な
っ
て
い
ま
す
。
父
祖
の
代
よ
り

甲
冑
を
纏
っ
て
山
川
を
渉
り
、
休
む
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
は
毛
人(

蝦
夷)

五
十
五
国
、
西
は
衆
夷(
熊
襲
、
隼
人
な
ど)

六
十
六
国
、
さ
ら
に
海
を
渡
っ
て
北
の
九

十
五
国
を
征
服
し
ま
し
た
。
」

『
宋
書
』
巻
九
十
七
倭
国
伝



金
錯
銘
鉄
剣
（
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
）

銀
象
嵌
銘
大
刀(

熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
出
土)



NHK ETV特集「日本と朝鮮の２０００年・第２回 任那日本府の謎」より



倭王武が宋に上表(478年)

倭
＝
日
本
語
文
化
圏
の
拡
大

埼
玉
県
と
熊
本
県
の
古
墳
か
ら
「
獲
加

多
支
鹵
大
王
」(

ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
＝
倭
王

武)

に
仕
え
た
地
方
豪
族
の
鉄
剣
や
鉄
刀
が

出
土
し
た
こ
と
で
、
雄
略
天
皇
に
比
定
さ

れ
る
倭
王
武
が
南
朝
宋
に
送
っ
た
上
表
に

あ
る
と
お
り
、
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か

け
て
倭
＝
日
本
語
文
化
圏
が
日
本
列
島
に

広
く
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。



ア
ジ
ア
の
国
際
社
会
へ
の
デ
ビ
ュ
ー

日
本
語
を
共
通
語
と
し
て
独
自
の
文
化

圏
を
形
成
し
た
「
倭
」
は
、
西
暦
一
世
紀

ご
ろ
か
ら
中
国
に
使
節
を
送
り
、
ア
ジ
ア

の
国
際
社
会
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）宋書(早稲田大学図書館蔵)

倭
王
武
の
上
表(

四
七
八
年)

倭
国
王
は
順
帝
の
昇
明
二
年(

四
七
八)

、

使
節
を
派
遣
し
て
上
表
し
て
言
っ
た
。

「
わ
が
国
は
辺
境
に
封
じ
ら
れ
、
外
部
の

藩
屏
と
な
っ
て
い
る
。
父
祖
の
代
よ
り
甲

冑
を
纏
っ
て
山
川
を
渉
り
、
休
む
こ
と
は

な
か
っ
た
。
東
は
毛
人(
蝦
夷)

五
十
五
国
、

西
は
衆
夷(

熊
襲
、
隼
人
な
ど)

六
十
六
国
、

さ
ら
に
海
を
渡
っ
て
北
の
九
十
五
国
を
征

服
し
た
』
」

『
宋
書
』
巻
九
十
七
倭
国
伝

「
海
北
九
十
五
国
」
と
は
、
ど
こ
を
指
す

の
で
し
ょ
う
か
？

？



倭王武が宋に上表(478年)

倭
＝
日
本
語
文
化
圏
の
拡
大

近
年
、
韓
国
南
西
部
の
栄
山
江(

ヨ
ン
サ

ン
ガ
ン)

流
域
で
、
日
本
固
有
の
陵
墓
の
形

と
さ
れ
る
前
方
後
円
墳
が
数
多
く
発
見
さ

れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
倭
王
武
の
上
表
に
あ
る

「
海
北
九
十
五
国
」
が
、
朝
鮮
半
島
を
指

す
と
の
考
え
が
強
ま
っ
て
い
る
。



NHK ETV特集「日本と朝鮮の２０００年・第２回 任那日本府の謎」より



ア
ジ
ア
の
新
興
途
上
国
だ
っ
た
倭

日
本
列
島
に
広
く
勢
力
を
拡
大
し
、
ア

ジ
ア
と
の
交
流
も
開
始
し
た
倭
だ
っ
た
が
、

そ
の
文
化
は
他
の
国
々
に
大
き
な
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
。

倭
王
武
の
上
表
か
ら
半
世
紀
後
、
南
朝

梁
の
蕭
繹
（
し
ょ
う
え
き
、
五
〇
五
～
五

五
四
年
、
の
ち
の
元
帝
）
が
朝
貢
に
来
た

使
節
を
描
い
た
「
職
貢
図
」
か
ら
は
、
朝

鮮
半
島
の
百
済
と
日
本
列
島
の
倭
と
の
文

化
的
な
格
差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

南朝梁「職貢図」(北宋写本 中国歴史博物館蔵)



高
校
の
日
本
史
で
は
「
ヤ
マ
ト
王
権
」

と
習
い
ま
し
た
が
、
「
ヤ
マ
ト(

大
和)

」

と
「
倭
」
は
同
じ
な
の
で
す
か
？

南朝梁「職貢図」(北宋写本 中国歴史博物館蔵)

？



ヤ
マ
ト
と
倭

ヤ
マ
ト‥

日
本
語
を
共
通
言
語
と
す
る
民

族
の
自
称
。
漢
字
の
「
大
和
」

は
「
大
倭
」
を
改
め
た
も
の
＊

倭‥
‥
‥

ヤ
マ
ト
民
族
に
対
す
る
漢
語
名

称
。
蔑
称
的
な
た
め
、
唐
の
則

天
武
后
の
時
代
に
「
日
本
」
と

改
め
ら
れ
た

＊
日
本
で
は
漢
字
へ
の
理
解
が
深
ま
る
に
つ
れ
、

地
名
に
も
よ
い
意
味
を
も
つ
漢
字
二
文
字
を

使
う
よ
う
に
な
っ
た(

例
、
上
毛
野→
上
野)
。

元
明
天
皇
の
和
銅
六
年(

七
一
三
年)

に
は
「
好

字
令
」
と
い
う
勅
命
も
出
さ
れ
て
い
る
。

南朝梁「職貢図」(北宋写本 中国歴史博物館蔵)



一
世
紀
に
ア
ジ
ア
の
外
交
舞
台
へ
の
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
倭
は
、
日
本
語
を
共

通
言
語
と
す
る
文
化
圏
を
拡
大
し
な
が
ら
、

中
国
や
朝
鮮
半
島
と
の
外
交
を
通
じ
て
、

先
進
的
な
文
化
を
受
容
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
倭
に
先
進
的
な
文
化
を
伝
え
た

の
は
、
国
家
間
の
交
流
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
後
漢
末
以
来
、
約
四
百
年
に
及
ん
だ

分
裂
と
抗
争
の
時
代
の
中
で
、
大
陸
や
朝

鮮
半
島
か
ら
多
く
の
人
々
が
、
ア
ジ
ア
の

新
世
界
で
あ
る
日
本
列
島
へ
と
渡
っ
た
。

六
世
紀
の
末
、
隋
が
中
国
全
土
を
統
一

す
る
と
、
倭
は
こ
う
し
た
渡
来
人
た
ち
を

ブ
レ
イ
ン
と
し
て
改
革
を
進
め
、
超
大

国
・
隋
と
の
間
で
自
主
独
立
の
平
和
外
交

を
展
開
す
る
。



目次

第一節 第一回遣隋使

第二節 倭の内政改革

第三節 第二回遣隋使

第四節 第三、四回遣隋使



第一節 第一回遣隋使



隋
の
建
国

〔
解
説
〕

六
世
紀
末
、
東
ア
ジ
ア
は
新
た
な
時
代

を
迎
え
る
。
隋
が
三
百
年
近
く
続
い
た
南

北
分
裂
の
時
代
に
終
止
符
を
打
ち
、
中
国

全
土
を
統
一
し
た
の
で
あ
る
。

超
大
国
と
な
っ
た
隋
は
、
中
国
を
中
心

と
す
る
国
際
秩
序
（
華
夷
秩
序
）
の
再
構

築
に
乗
り
出
す
。
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中
国
全
土
を
統
一
し
た
隋
は
、
東
ア
ジ

ア
に
新
た
な
国
際
秩
序
を
構
築
す
る
た
め
、

抵
抗
す
る
周
辺
諸
国
へ
の
侵
攻
を
始
め
る
。

こ
の
と
き
隋
に
抵
抗
し
、
三
度
に
わ

た
っ
て
そ
の
侵
攻
を
撃
退
し
た
国
は
？

①
倭

②
高
句
麗

？



西暦 中国 日本 出来事

574年 敏達天皇3年
厩戸皇子(聖徳太子)生。父は用明天皇、母は穴穂部間人皇后。
幼名は厩戸豊聡耳(うまやどのとよとみみ)皇子

589年 隋文帝開皇 9年 崇峻天皇2年 隋が南朝陳を滅ぼし、中国を再統一

593年 13年 推古天皇元年 厩戸皇子が皇太子(聖徳太子)となり、朝政を摂る

595年 15年 3年
高句麗から僧・慧慈、百済から僧・瑟聡が来朝し聖徳太子の
ブレインとなる

598年 18年 6年 隋が第一次高句麗遠征を行う

600年 20年 8年 倭が第一次遣隋使を派遣
＊中国側の史料にのみ記録が見られる

603年 仁寿 3年 11年 倭が高句麗や百済の官位制度に倣い、冠位十二階を制定

604年 4年 12年 倭が中国北朝の先例に倣い、憲法十七条を制定

607年 隋煬帝大業 3年 15年 倭が第二次遣隋使を派遣

608年 4年 16年
隋が使人・裴世清を日本に派遣
倭が第三次遣隋使(送使)を派遣

612年 8年 20年 隋が第二次高句麗遠征を行う

613年 9年 21年 隋が第三次高句麗遠征を行う

614年 10年 22年
隋が第四次高句麗遠征を行う
倭が第四次遣隋使を派遣

618年 唐高祖武徳元年 26年 煬帝が殺され、隋が滅亡



隋の第一次
高句麗遠征

(598年)



隋
の
第
一
次
高
句
麗
遠
征
で
東
ア
ジ
ア

の
緊
張
が
高
ま
る
と
、
倭
は
ど
の
よ
う
な

外
交
政
策
を
と
っ
た
か
？

①
高
句
麗
と
の
同
盟
を
強
化
し
、
隋
と
軍

事
的
に
対
抗
し
た

②
隋
に
使
節
を
送
り
、
自
主
独
立
の
平
和

外
交
を
行
っ
た

？

隋の第一次
高句麗遠征

(598年)
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第
一
回
遣
隋
使
に
つ
い
て
記
し
て
い
る

の
は
中
国
側
の
史
書
だ
け
で
、
日
本
側
に

は
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
？

①
隋
が
倭
の
使
節
の
帰
国
を
許
さ
な
か
っ

た
た
め

②
隋
が
倭
の
後
進
性
を
批
判
し
た
た
め

？



隋
書
巻
八
一
東
夷
伝
倭
国

〔
解
説
〕

『
隋
書
』
は
唐
代
の
初
め
、
勅
命
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
正
史
の
一
。

巻
八
一
の
東
夷
伝
の
倭
国
の
条
に
は
、

後
漢
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
日
中

間
の
交
流
の
ほ
か
、
二
度
に
わ
た
っ
て
派

遣
さ
れ
た
遣
隋
使
の
事
績
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。

隋書巻八一東夷伝倭国



倭
の
後
進
性
へ
の
批
判

「
開
皇
二
十
年(

六
〇
〇
年)

、
倭
王
、
姓

は
阿
毎(
ア
メ
？)

、
字
は
多
利
思
比
孤(

タ

リ
シ
ヒ
コ
？)

、
阿
輩
鷄
弥(

オ
オ
キ
ミ
？)

と
号
す
者
が
、
隋
の
都
・
大
興(

現
在
の

西
安)

に
使
節
を
遣
わ
し
た
。
」

『
隋
書
』
巻
八
一
東
夷
伝
倭
国



倭
の
後
進
性
へ
の
批
判

「
隋
の
高
祖(

文
帝)

は
係
官
に
そ
の
風
俗

を
訪
ね
さ
せ
た
。(

倭
の)

使
者
は
『
倭
王

は
天
を
兄
と
し
、
日
を
弟
と
し
て
お
り
ま

す
。
夜
が
明
け
る
前
は
出
て
政
を
聞
き
、

胡
座
し
て
お
り
ま
す
が
、
日
が
出
れ
ば
政

務
を
止
め
弟
に
任
せ
よ
う
と
申
し
ま
す
』

と
答
え
た
。

高
祖
は
「
そ
れ
は
不
合
理
す
ぎ
る
」
と

言
っ
て
、
こ
れ
を
改
め
る
よ
う
諭
し
た
。

『
隋
書
』
巻
八
一
東
夷
伝
倭
国



日
本
書
紀
巻
二
二
推
古
天
皇
紀

〔
解
説
〕

『
日
本
書
紀
』
は
『
古
事
記
』
の
編
纂

か
ら
八
年
後
の
七
二
〇
年
に
完
成
し
た
日

本
最
初
の
編
年
体
史
書
。

巻
二
二
の
推
古
天
皇
紀
に
は
、
三
回
に

わ
た
っ
て
派
遣
さ
れ
た
遣
隋
使
の
事
績
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
国
側
の
史

書
に
見
ら
れ
る
推
古
八
年(
六
〇
〇
年)

の

第
一
回
遣
隋
使
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

日本書紀巻二十二推古天皇八年（國學院大學図書館蔵）



失
敗
に
お
わ
っ
た
第
一
次
遣
隋
使

〔
解
説
〕

隋
は
、
政
治
・
軍
事
の
中
央
集
権
化
、

律
令
制
に
よ
る
法
治
体
制
、
科
挙
に
よ
る

平
等
な
人
材
登
用
な
ど
、
一
連
の
改
革
に

よ
っ
て
中
国
を
再
統
一
し
、
世
界
の
最
先

進
国
と
な
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
隋
に
と
っ
て
、
い
ま
だ
政
治
と

宗
教
が
未
分
化
な
倭
は
、
ま
と
も
な
外
交

交
渉
の
相
手
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
第
一
次
遣
隋
使
の
派
遣
は
、

失
敗
に
終
わ
り
、
『
日
本
書
紀
』
な
ど
の

日
本
側
の
史
書
に
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
。

隋文帝((唐)閻立本『歴代帝王図巻』)



第二節 倭の内政改革



東
ア
ジ
ア
に
誕
生
し
た
超
大
国
・
隋
と

の
間
で
外
交
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
の
は

誰
か
？

①
菅
原
道
真

②
厩
戸
王
（
聖
徳
太
子
） ？



伝聖徳太子二王子像(皇室御物)隋文帝(唐閻立本歴代帝王図巻)

当
時
、
隋
と
の
外
交
交
渉
に
当
た
っ
て

い
た
の
は
、
推
古
天
皇
の
摂
政
で
あ
っ
た

厩
戸
王(

聖
徳
太
子
）
で
あ
っ
た
。



西暦 中国 日本 出来事

574年 敏達天皇3年
厩戸皇子(聖徳太子)生。父は用明天皇、母は穴穂部間人皇后。
幼名は厩戸豊聡耳(うまやどのとよとみみ)皇子

589年 隋文帝開皇 9年 崇峻天皇2年 隋が南朝陳を滅ぼし、中国を再統一

593年 13年 推古天皇元年 厩戸皇子が19歳で皇太子(聖徳太子)となり、朝政を摂る

595年 15年 3年
高句麗から僧・慧慈、百済から僧・慧聡が来朝し聖徳太子の
ブレインとなる

598年 18年 6年 隋が第一次高句麗遠征を行う

600年 20年 8年 倭が第一次遣隋使を派遣
＊中国側の史料にのみ記録が見られる

603年 仁寿 3年 11年 倭が高句麗や百済の官位制度に倣い、冠位十二階を制定

604年 4年 12年 倭が中国北朝の先例に倣い、憲法十七条を制定

607年 隋煬帝大業 3年 15年 倭が第二次遣隋使を派遣

608年 4年 16年
隋が使人・裴世清を日本に派遣
倭が第三次遣隋使(送使)を派遣

612年 8年 20年 隋が第二次高句麗遠征を行う

613年 9年 21年 隋が第三次高句麗遠征を行う

614年 10年 22年
隋が第四次高句麗遠征を行う
倭が第四次遣隋使を派遣

618年 唐高祖武徳元年 26年 煬帝が殺され、隋が滅亡



伝聖徳太子二王子像(皇室御物)隋文帝(唐閻立本歴代帝王図巻)

？

隋
か
ら
後
進
性
を
指
摘
さ
れ
、
第
一
次

遣
隋
使
よ
る
外
交
交
渉
に
失
敗
し
た
厩
戸

王(

聖
徳
太
子)

は
、
そ
の
後
ど
う
し
た
か
？

①
中
国
や
朝
鮮
に
倣
っ
て
改
革
を
行
っ
た

②
隋
と
の
交
渉
を
や
め
軍
備
を
拡
張
し
た



西暦 中国 日本 出来事

574年 敏達天皇3年
厩戸皇子(聖徳太子)生。父は用明天皇、母は穴穂部間人皇后。
幼名は厩戸豊聡耳(うまやどのとよとみみ)皇子

589年 隋文帝開皇 9年 崇峻天皇2年 隋が南朝陳を滅ぼし、中国を再統一

593年 13年 推古天皇元年 厩戸皇子が19歳で皇太子(聖徳太子)となり、朝政を摂る

595年 15年 3年
高句麗から僧・慧慈、百済から僧・慧聡が来朝し聖徳太子の
ブレインとなる

598年 18年 6年 隋が第一次高句麗遠征を行う

600年 20年 8年 倭が第一次遣隋使を派遣
＊中国側の史料にのみ記録が見られる

603年 仁寿 3年 11年 倭が高句麗や百済の官位制度に倣い、冠位十二階を制定

604年 4年 12年 倭が中国北朝の先例に倣い、憲法十七条を制定

607年 隋煬帝大業 3年 15年 倭が第二次遣隋使を派遣

608年 4年 16年
隋が使人・裴世清を日本に派遣
倭が第三次遣隋使(送使)を派遣

612年 8年 20年 隋が第二次高句麗遠征を行う

613年 9年 21年 隋が第三次高句麗遠征を行う

614年 10年 22年
隋が第四次高句麗遠征を行う
倭が第四次遣隋使を派遣

618年 唐高祖武徳元年 26年 煬帝が殺され、隋が滅亡



日本書紀(國學院大學図書館蔵)

冠
位
十
二
階(

官
僚
制
度)

「(
推
古
天
皇
の
十
一
年)

十
二
月
、
戊
辰

朔
壬
申
の
日
、
初
め
て
冠
位
制
度
を
定
め

た
。大

徳
、
小
徳
、
大
仁
、
小
仁
、
大
礼
、

小
礼
、
大
信
、
小
信
、
大
義
、
小
義
、
大

智
、
小
智
の
あ
わ
せ
て
十
二
階
で
あ
る
」

『
日
本
書
紀
』
巻
二
二
推
古
天
皇
紀



西暦 中国 日本 出来事

574年 敏達天皇3年
厩戸皇子(聖徳太子)生。父は用明天皇、母は穴穂部間人皇后。
幼名は厩戸豊聡耳(うまやどのとよとみみ)皇子

589年 隋文帝開皇 9年 崇峻天皇2年 隋が南朝陳を滅ぼし、中国を再統一

593年 13年 推古天皇元年 厩戸皇子が19歳で皇太子(聖徳太子)となり、朝政を摂る

595年 15年 3年
高句麗から僧・慧慈、百済から僧・慧聡が来朝し聖徳太子の
ブレインとなる

598年 18年 6年 隋が第一次高句麗遠征を行う

600年 20年 8年 倭が第一次遣隋使を派遣
＊中国側の史料にのみ記録が見られる

603年 仁寿 3年 11年 倭が高句麗や百済の官位制度に倣い、冠位十二階を制定

604年 4年 12年 倭が中国北朝の先例に倣い、憲法十七条を制定

607年 隋煬帝大業 3年 15年 倭が第二次遣隋使を派遣

608年 4年 16年
隋が使人・裴世清を日本に派遣
倭が第三次遣隋使(送使)を派遣

612年 8年 20年 隋が第二次高句麗遠征を行う

613年 9年 21年 隋が第三次高句麗遠征を行う

614年 10年 22年
隋が第四次高句麗遠征を行う
倭が第四次遣隋使を派遣

618年 唐高祖武徳元年 26年 煬帝が殺され、隋が滅亡



憲
法
十
七
条

「(
推
古
天
皇
の)

十
二
年
春
正
月
、
戊
戌

朔
、
は
じ
め
て
諸
臣
に
冠
位
を
賜
っ
た
。

各
々
差
あ
り
。

夏
四
月
、
丙
寅
朔
戊
辰
の
日
、
皇
太
子

(

聖
徳
太
子)

が
、
み
ず
か
ら
初
め
て
憲
法

十
七
条
を
作
っ
た
。
」

『
日
本
書
紀
』
巻
二
二
推
古
天
皇
紀

日本書紀(國學院大學図書館蔵)



厩
戸
皇
子(

聖
徳
太
子)

は
、
超
大
国
・
隋

と
の
間
で
自
主
独
立
の
平
和
外
交
を
進
め

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
ブ
レ
イ
ン

と
し
た
か
？

①
皇
族
や
古
く
か
ら
倭
王
家
に
仕
え
る
豪

族
た
ち

②
朝
鮮
半
島
か
ら
来
た
僧
侶
た
ち

？



西暦 中国 日本 出来事

574年 敏達天皇3年
厩戸皇子(聖徳太子)生。父は用明天皇、母は穴穂部間人皇后。
幼名は厩戸豊聡耳(うまやどのとよとみみ)皇子

589年 隋文帝開皇 9年 崇峻天皇2年 隋が南朝陳を滅ぼし、中国を再統一

593年 13年 推古天皇元年 厩戸皇子が19歳で皇太子となり、朝政を摂る

595年 15年 3年
厩戸皇子、21歳の時、来朝した高句麗僧・慧慈、百済僧・慧
聡をブレインとし、東アジアの国際情勢について学ぶ

598年 18年 6年 隋が第一次高句麗遠征を行う

600年 20年 8年 倭が第一次遣隋使を派遣
＊中国側の史料にのみ記録が見られる

603年 仁寿 3年 11年 倭が高句麗や百済の官位制度に倣い、冠位十二階を制定

604年 4年 12年 倭が中国北朝の先例に倣い、憲法十七条を制定

607年 隋煬帝大業 3年 15年 倭が第二次遣隋使を派遣

608年 4年 16年
隋が使人・裴世清を日本に派遣
倭が第三次遣隋使(送使)を派遣

612年 8年 20年 隋が第二次高句麗遠征を行う

613年 9年 21年 隋が第三次高句麗遠征を行う

614年 10年 22年
隋が第四次高句麗遠征を行う
倭が第四次遣隋使を派遣

618年 唐高祖武徳元年 26年 煬帝が殺され、隋が滅亡



厩
戸
皇
子(

聖
徳
太
子)

の
ブ
レ
イ
ン

「(
推
古
天
皇
の
三
年)

五
月
、
戊
午
朔
丁

卯
の
日
、
高
麗(

高
句
麗
の
こ
と)

の
僧
・

慧
慈
が
帰
化
し
、
皇
太
子(

聖
徳
太
子)

は

こ
れ
に
師
事
し
た
。

こ
の
年
、
百
済
の
慧
聡
も
来
朝
し
た
。

こ
の
二
人
の
僧
は
仏
教
を
広
め
、
と
も

に
三
宝
の
棟
梁
と
な
っ
た
。
」

『
日
本
書
紀
』
巻
二
二
推
古
天
皇
紀

日本書紀(國學院大學図書館蔵)



NHK ETV特集「日本と朝鮮の２０００年・第３回 仏教伝来」より



第三節 第二次遣隋使



西暦 中国 日本 出来事

574年 敏達天皇3年
厩戸皇子(聖徳太子)生。父は用明天皇、母は穴穂部間人皇后。
幼名は厩戸豊聡耳(うまやどのとよとみみ)皇子

589年 隋文帝開皇 9年 崇峻天皇2年 隋が南朝陳を滅ぼし、中国を再統一

593年 13年 推古天皇元年 厩戸皇子が19歳で皇太子となり、朝政を摂る

595年 15年 3年
厩戸皇子、21歳の時、来朝した高句麗僧・慧慈、百済僧・慧
聡をブレインとし、東アジアの国際情勢について学ぶ

598年 18年 6年 隋が第一次高句麗遠征を行う

600年 20年 8年 倭が第一次遣隋使を派遣
＊中国側の史料にのみ記録が見られる

603年 仁寿 3年 11年 倭が高句麗や百済の官位制度に倣い、冠位十二階を制定

604年 4年 12年 倭が中国北朝の先例に倣い、憲法十七条を制定

607年 隋煬帝大業 3年 15年 倭が第二次遣隋使を派遣

608年 4年 16年
隋が使人・裴世清を日本に派遣
倭が第三次遣隋使(送使)を派遣

612年 8年 20年 隋が第二次高句麗遠征を行う

613年 9年 21年 隋が第三次高句麗遠征を行う

614年 10年 22年
隋が第四次高句麗遠征を行う
倭が第四次遣隋使を派遣

618年 唐高祖武徳元年 26年 煬帝が殺され、隋が滅亡



第
二
次
遣
隋
使

〔
解
説
〕

中
国
や
朝
鮮
半
島
の
先
進
的
な
制
度
に

倣
い
、
国
内
の
制
度
改
革
を
断
交
し
た
厩

戸
皇
子(

聖
徳
太
子)

は
、
隋
に
再
度
遣
隋
使

を
派
遣
し
た
。

こ
の
第
二
次
遣
隋
使
は
、
当
時
の
国
際

情
勢
を
分
析
し
た
上
で
派
遣
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
隋
書
』
に
記
録
さ

れ
た
外
交
記
録
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。



第
二
次
遣
隋
使

「
大
業
三
年(

六
〇
七
年)

、
そ
の
王
・
多
利

思
比
孤
が
、
使
い
を
遣
わ
し
て
朝
貢
し
た
。

使
者
は
言
っ
た
。

『
海
の
西
の
菩
薩
天
子
が
仏
法
を
再
興
さ

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
朝
貢
の
使
節

を
遣
わ
す
と
と
も
に
、
僧
侶
数
十
人
を
同

行
さ
せ
、
仏
法
を
学
ば
せ
た
い
と
思
い
ま

す
』
」

隋
書
巻
八
一
東
夷
伝
倭
国



魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）

隋
と
仏
教

〔
解
説
〕

南
北
朝
時
代
、
華
北
を
支
配
し
た
北
朝

の
諸
民
族
は
、
高
度
な
文
明
を
持
つ
漢
民

族
に
対
抗
す
る
た
め
、
西
域
か
ら
僧
侶
を

招
い
て
仏
教
経
典
の
翻
訳
を
行
い
、
仏
教

を
新
た
な
統
治
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
た
。

北
朝
か
ら
起
こ
っ
た
隋
や
唐
は
、
こ
の

政
策
を
継
承
し
た
た
め
、
隋
唐
時
代
、
中

国
は
仏
教
の
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。



第
二
次
遣
隋
使

そ
の
国
書
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

「
日
出
ず
る
と
こ
ろ
の
天
子
が
日
没
す
る

と
こ
ろ
の
天
子
に
国
書
を
送
り
ま
す
。
つ

つ
が
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か‥

‥

」

煬
帝
は
こ
れ
読
む
と
気
分
を
害
し
、
鴻

臚
卿(

外
交
担
当
の
大
臣)

に
「
野
蛮
人
の
国

書
に
は
無
礼
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
う
報

告
す
る
必
要
は
な
い
」
と
言
っ
た
。

隋
書
巻
八
一
東
夷
伝
倭
国



伝聖徳太子二王子像(皇室御物)隋煬帝(唐閻立本歴代帝王図巻)

？

隋
の
煬
帝
は
な
ぜ
倭
が
送
っ
た
国
書
に

気
分
を
害
し
た
の
か
？

①
隋
を
「
日
没
す
る
と
こ
ろ
」
と
表
現
し

た
か
ら

②
倭
の
王
が
自
ら
を
「
天
子
」
と
称
し
た

か
ら



伝聖徳太子二王子像(皇室御物)隋煬帝(唐閻立本歴代帝王図巻)

？

高
校
で
は
、
隋
の
煬
帝
が
倭
か
ら
の
国

書
に
気
分
を
害
し
た
の
は
、
中
国
の
こ
と

を
「
日
没
す
る
と
こ
ろ
」
と
書
い
た
か
ら

だ
と
習
い
ま
し
た
が
・
・
・



「
日
没
之
處
」
は
仏
教
的
教
養
の
表
現

「
日
出
處
」
「
日
沒
處
」
は
『
大
智
度

論
』
の
中
の
「
東
」
「
西
」
を
表
す
言
葉
。

『
大
智
度
論
』
は
イ
ン
ド
の
ナ
ー
ガ
ー

ル
ジ
ュ
ナ(

龍
樹)
が
著
し
た
仏
教
の
解
説
書
。

五
世
紀
初
め
に
鳩
摩
羅
什
が
漢
訳
し
た
。

倭
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
聖
書
の
言
葉
を

し
ば
し
ば
引
用
す
る
よ
う
に
、
こ
の
権
威

あ
る
仏
典
の
言
葉
を
引
く
こ
と
で
、
仏
教

国
で
あ
る
隋
に
仏
教
へ
の
理
解
と
学
識
を

示
し
、
文
明
国
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

紺紙金字大智度論〈巻第十一〉（神護寺経）



「
日
没
之
處
」
は
仏
教
経
典
の
中
の
言
葉

「
日
出
處
是
東
方
、
日
沒
處
是
西
方
、
日

行
處
是
南
方
、
日
不
行
處
是
北
方
。
」

『
大
智
度
論
』
巻
第
十

紺紙金字大智度論〈巻第十一〉（神護寺経）



倭
は
ど
の
よ
う
な
勝
算
が
あ
っ
て
、
対

等
な
外
交
交
渉
を
求
め
た
の
か
？

①
隋
が
再
び
高
句
麗
遠
征
を
行
う
と
予
測

し
、
倭
と
の
友
好
関
係
を
求
め
る
と
考

え
た
か
ら(

平
和
的
外
交)

②
外
交
交
渉
が
失
敗
し
た
場
合
、
他
国
と

と
も
に
軍
事
力
で
威
嚇
す
れ
ば
よ
い
と

考
え
た
か
ら(

集
団
的
自
衛)

？



倭が第二次遣隋使を派遣する(607年)
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隋の第二次
高句麗遠征

(612年)

遠交近攻策



西暦 中国 日本 出来事

574年 敏達天皇3年
厩戸皇子(聖徳太子)生。父は用明天皇、母は穴穂部間人皇后。
幼名は厩戸豊聡耳(うまやどのとよとみみ)皇子

589年 隋文帝開皇 9年 崇峻天皇2年 隋が南朝陳を滅ぼし、中国を再統一

593年 13年 推古天皇元年 厩戸皇子が19歳で皇太子となり、朝政を摂る

595年 15年 3年
厩戸皇子、21歳の時、来朝した高句麗僧・慧慈、百済僧・慧
聡をブレインとし、東アジアの国際情勢について学ぶ

598年 18年 6年 隋が第一次高句麗遠征を行う

600年 20年 8年 倭が第一次遣隋使を派遣
＊中国側の史料にのみ記録が見られる

603年 仁寿 3年 11年 倭が高句麗や百済の官位制度に倣い、冠位十二階を制定

604年 4年 12年 倭が中国北朝の先例に倣い、憲法十七条を制定

607年 隋煬帝大業 3年 15年 倭が第二次遣隋使を派遣

608年 4年 16年
隋が使人・裴世清を日本に派遣
倭が第三次遣隋使(送使)を派遣

612年 8年 20年 隋が第二次高句麗遠征を行う

613年 9年 21年 隋が第三次高句麗遠征を行う

614年 10年 22年
隋が第四次高句麗遠征を行う
倭が第四次遣隋使を派遣

618年 唐高祖武徳元年 26年 煬帝が殺され、隋が滅亡



伝聖徳太子二王子像(皇室御物)隋煬帝(唐閻立本歴代帝王図巻)

？

隋
と
の
対
等
な
外
交
交
渉
は
成
功
し
た

の
か
？

①
成
功
し
た

②
失
敗
し
た



西暦 中国 日本 出来事

574年 敏達天皇3年
厩戸皇子(聖徳太子)生。父は用明天皇、母は穴穂部間人皇后。
幼名は厩戸豊聡耳(うまやどのとよとみみ)皇子

589年 隋文帝開皇 9年 崇峻天皇2年 隋が南朝陳を滅ぼし、中国を再統一

593年 13年 推古天皇元年 厩戸皇子が19歳で皇太子となり、朝政を摂る

595年 15年 3年
厩戸皇子、21歳の時、来朝した高句麗僧・慧慈、百済僧・慧
聡をブレインとし、東アジアの国際情勢について学ぶ

598年 18年 6年 隋が第一次高句麗遠征を行う

600年 20年 8年 倭が第一次遣隋使を派遣
＊中国側の史料にのみ記録が見られる

603年 仁寿 3年 11年 倭が高句麗や百済の官位制度に倣い、冠位十二階を制定

604年 4年 12年 倭が中国北朝の先例に倣い、憲法十七条を制定

607年 隋煬帝大業 3年 15年 倭が第二次遣隋使を派遣

608年 4年 16年
隋が倭に使人・裴世清を派遣
倭が第三次遣隋使(送使)を派遣

612年 8年 20年 隋が第二次高句麗遠征を行う

613年 9年 21年 隋が第三次高句麗遠征を行う

614年 10年 22年
隋が第四次高句麗遠征を行う
倭が第四次遣隋使を派遣

618年 唐高祖武徳元年 26年 煬帝が殺され、隋が滅亡



第四節 第三、四次遣隋使



第
三
次
遣
隋
使
と
留
学
生

〔
解
説
〕

第
二
次
遣
隋
使
の
外
交
は
成
功
し
、
隋

か
ら
は
裴
世
清
ら
の
使
節
が
派
遣
さ
れ
た
。

倭
は
隋
の
使
節
を
送
る
た
め
、
第
三
次

遣
隋
使
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
八
名
の

学
生
を
隋
に
留
学
さ
せ
た
。

倭が第二次遣隋使を派遣する(607年)

隋が倭に使人・裴世清を派遣(608年)

倭が第三次遣隋使を派遣する(608年)

倭が第一次遣隋使を派遣する(600年)



隋
の
使
節
を
送
る
第
三
回
遣
隋
使
に
は
、

通
訳
一
名
の
ほ
か
、
八
名
の
留
学
生
が
含

ま
れ
て
い
た
が
、
中
国
語
が
で
き
る
人
材

を
ど
の
よ
う
に
集
め
た
の
か
？

①
渡
来
人
の
子
供
た
ち
を
起
用
し
た

②
倭
人
の
子
供
た
ち
を
特
訓
し
た

？



隋
に
派
遣
さ
れ
た
最
初
の
留
学
生
た
ち

「
こ
の
時
、
唐
国
に
遣
わ
さ
れ
し
学
生
は
、

倭
漢
直
福
因(

や
ま
と
の
あ
や
の
あ
た
い
ふ
く
い
ん)

奈
羅
訳
語
恵
明(

な
ら
の
お
さ
え
み
ょ
う)

高
向
漢
人
玄
理(
た
か
む
く
の
あ
や
ひ
と
く
ろ
ま
ろ)

新
漢
人
大
国

(

い
ま
き
の
あ
や
ひ
と
お
お
く
に)

学
問
僧
は
、

新
漢
人
日
文

(

い
ま
き
の
あ
や
ひ
と
に
ち
も
ん)

南
淵
漢
人
請
安(

み
な
み
ぶ
ち
の
あ
や
ひ
と
し
ょ
う
あ
ん)

志
賀
漢
人
恵
隠(

し
が
の
あ
や
ひ
と
え
い
ん)

漢
人
広
済(

あ
や
ひ
と
こ
う
さ
い)

な
ど
并
せ
て
八
人
な
り
。

日
本
書
紀
巻
二
二
推
古
天
皇
十
六
年

＊
漢
人(

あ
や
ひ
と)

と
は
、
古
代
に
渡
来
し
た
漢

族
系
中
国
人
の
こ
と
。
大
陸
の
学
芸･

技
術
を

も
っ
て
倭
に
仕
え
る
各
種
の
専
門
職
の
小
氏

と
な
っ
て
い
た
。

日本書紀(國學院大學図書館蔵)



隋
の
使
節
が
見
た
倭
の
「
秦
王
国
」

〔
解
説
〕

中
国
や
朝
鮮
半
島
の
先
進
的
な
知
識
や

技
術
を
持
つ
渡
来
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
技
を
活
か
し
、
倭
の
国
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
た
。

第
二
次
遣
隋
使
の
後
、
隋
か
ら
派
遣
さ

れ
た
使
節
は
、
倭
の
国
の
中
で
漢
族
系
渡

来
人
が
自
ら
の
文
化
を
守
っ
て
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
伝
え
て
い
る
。



隋が倭に使人・裴世清を派遣(608年)
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中華人民共和国 1949-



隋
の
使
節
が
見
た
倭
の
「
秦
王
国
」

(
第
二
次
遣
隋
使
の)

翌
年
、
隋
の
煬
帝
は

文
林
郎
・
裴
世
清
を
倭
国
に
派
遣
し
た
。

百
済
を
通
っ
て
竹
島
に
至
り
、
南
に
済

州
島
を
見
な
が
ら
、
対
馬
を
通
り
、
再
び

大
海
に
出
て
東
に
向
か
う
と
壱
岐
島
に
至

り
、
さ
ら
に
筑
紫
に
至
っ
た
。

さ
ら
に
東
に
行
く
と
秦
王
国
に
至
る
。

そ
こ
の
人
々
は
中
国
と
同
じ
で
あ
る
。
か

の
夷
州
①

か
と
も
思
わ
れ
る
が
不
明
で
あ
る
。

隋
書
巻
八
一
東
夷
伝
倭
国

【
注
釈
】

①
夷
州‥

亶
州
の
誤
り
か
。
亶
州
は
、
秦
の
始
皇
帝
の
命
を

受
け
た
徐
福
が
、
不
老
長
寿
の
薬
を
求
め
、
数
千
の
童
男

童
女
を
従
え
て
渡
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
島
。



済州島

対馬

壱岐島

筑紫

隋の使節・裴世清一行の訪日ルート



漢
族
系
渡
来
人

〔
解
説
〕

こ
う
し
た
漢
族
系
中
国
人
は
、
な
ぜ
倭

に
渡
来
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

漢
代
以
来
、
朝
鮮
半
島
の
西
北
部
に
は
、

漢
民
族
が
支
配
す
る
楽
浪
郡
、
帯
方
郡
な

ど
が
置
か
れ
て
い
た
。
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中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

邪馬台国の卑弥呼が魏に使いを送る(239年)



魏志倭人伝（宮内庁書陵部蔵）

漢
族
系
渡
来
人

〔
解
説
〕

と
こ
ろ
が
三
国
を
統
一
し
た
西
晋
が
、

三
一
一
年
に
異
民
族
の
侵
攻
に
よ
っ
て
滅

亡
す
る
と
、
陸
の
孤
島
と
な
っ
た
楽
浪
郡

は
高
句
麗
に
、
帯
方
郡
は
韓
・
濊
諸
族
に

よ
っ
て
次
々
と
滅
ぼ
さ
れ
て
い
っ
た
。

楽
浪
郡
、
帯
方
郡
に
暮
ら
し
て
い
た
中

国
系
住
民
＝
漢
民
族
は
、
戦
乱
を
逃
れ
て

移
動
を
開
始
し
、
そ
の
一
部
は
朝
鮮
半
島

南
部
を
経
て
、
日
本
列
島
へ
と
渡
っ
た
。



漢
族
系
渡
来
人

〔
解
説
〕

こ
う
し
た
漢
族
系
渡
来
人
の
一
人
に
、

司
馬
達
等
と
い
う
人
物
が
い
る
。
彼
は
鞍

作
部
と
い
う
渡
来
人
技
術
集
団
の
村
主(

す

ぐ
り)

と
し
て
、
倭
に
仕
え
た
。

鞍
作
部
か
ら
は
第
二
次
と
第
三
次
の
遣

隋
使
の
通
訳
を
務
め
た
鞍
作
福
利
や
、
法

隆
寺
の
釈
迦
三
尊
像
を
建
立
し
た
鞍
作
止

利(

達
等
の
孫)

な
ど
の
人
材
が
輩
出
し
た
。



第
二
次
遣
隋
使(

『
日
本
書
紀
』
で
は
第
一
次)

「
（
推
古
天
皇
の
十
五
年
）
秋
七
月
戊
申

朔
庚
戌
、
大
礼
小
野
臣
妹
子
を
大
唐
＊
に

遣
わ
し
、
鞍
作
福
利
を
通
訳
と
し
た
。
」

『
日
本
書
紀
』
巻
二
二
推
古
天
皇
十
五
年

＊
大
唐‥

隋
を
指
す
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
、

中
国
を
一
般
に
「
唐
」
と
呼
ん
で
い
る
。

日本書紀(國學院大學図書館蔵)



第
三
次
遣
隋
使(

送
使)

「
九
月
辛
巳
、
隋
使
・
裴
世
清
が
任
務
を

終
え
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
再
び
小
野
妹
子
を
大
使
と
し
、
吉
士
雄

成(

き
し
の
お
な
り)

を
小
使
と
し
、(

鞍
作)

福
利
を
通
訳
と
し
て
、
隋
使
の
随
行
と
し

て
派
遣
し
た
。
」

『
日
本
書
紀
』
巻
二
二
推
古
天
皇
十
六
年

日本書紀(國學院大學図書館蔵)



NHK ETV特集「日本と朝鮮の２０００年・第３回 仏教伝来」より



伝聖徳太子二王子像(皇室御物)隋煬帝(唐閻立本歴代帝王図巻)

？

遣
隋
使
を
派
遣
し
た
の
は
、
当
時
、
国

政
と
外
交
を
担
っ
て
い
た
若
き
厩
戸
皇
子

(

聖
徳
太
子)

だ
っ
た
が
、
彼
を
支
え
た
先
進

的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
渡
来
人
の
子
孫

は
い
ま
も
日
本
に
い
る
の
か
？

①
い
る

②
い
な
い



NHK ETV特集「日本と朝鮮の2000年 第3回 仏教伝来」より



新
興
途
上
国
の
倭
を
支
え
た
渡
来
人
た
ち

六
世
紀
以
前
の
倭
は
、
南
朝
梁
の
「
職

貢
図
」
に
描
か
れ
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア

の
途
上
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
の
倭
の
発
展
を
支
え
た
の
が
、
大
陸

や
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
人
々
が
伝
え

た
先
進
的
な
文
化
や
技
術
で
あ
っ
た
。

南朝梁「職貢図」(北宋写本 中国歴史博物館蔵)



南朝梁職貢図倭国使

こ
れ
は
あ
る
古
墳
に
描
か
れ
て
い
た
壁

画
で
あ
る
。
こ
の
壁
画
か
ら
は
、
中
国
や

朝
鮮
半
島
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
倭
の

人
々
の
姿
が
ど
の
よ
う
に
変
っ
た
か
が
わ

か
る
が
、
こ
れ
は
ど
こ
に
あ
る
古
墳
か
？

①
群
馬
県
高
崎
市

②
奈
良
県
明
日
香
村？



南朝梁職貢図倭国使高松塚古墳壁画(7～8世紀)



南朝梁蕭繹「職貢図」(6世紀) 高松塚古墳壁画(7～8世紀)



新撰姓氏録(国立公文書館蔵)

古
代
氏
族
の
三
〇
％
を
占
め
た
渡
来
人

倭
の
国
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
渡
来
人

が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

八
一
五
年
、
嵯
峨
天
皇
の
命
に
よ
り
編

纂
さ
れ
た
京
・
畿
内
の
古
代
氏
族
の
リ
ス

ト
『
新
撰
姓
氏
録(
し
ん
せ
ん
し
ょ
う
じ

ろ
く)

』
に
は
、
一
一
八
二
の
氏
族
が
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
渡
来
系
の

氏
族
は
三
六
二
氏
と
全
体
の
約
三
〇
％
を

占
め
て
い
る
。





岩出横穴墓(金沢市)

古墳時代の人の頭蓋骨

復元された古墳時代の人
(群馬県金井東裏遺跡)



中国の俳優 李永健さん復元された古墳時代の人(群馬県金井東裏遺跡)

似てるかな？



南朝梁職貢図倭国使高松塚古墳壁画(7～8世紀)

ま
と
め

西
晋
の
滅
亡
後
、
中
国
の
北
部
が
異
民

族
に
支
配
さ
れ
る
と
、
朝
鮮
半
島
に
あ
っ

た
楽
浪
郡
や
帯
方
郡
は
次
々
と
滅
ぼ
さ
れ

て
い
っ
た
。
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
た
漢
族

系
住
民
の
一
部
は
、
新
天
地
を
求
め
て
日

本
列
島
へ
と
渡
っ
た
。

六
世
紀
の
末
、
隋
が
中
国
全
土
を
統
一

し
、
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
が
高
ま
る
と
、
倭

は
高
句
麗
や
百
済
の
僧
や
、
漢
族
系
渡
来

人
た
ち
を
ブ
レ
イ
ン
と
し
て
改
革
を
進
め
、

超
大
国
・
隋
と
の
間
で
自
主
独
立
の
平
和

外
交
を
実
現
し
た
。



南朝梁職貢図倭国使高松塚古墳壁画(7～8世紀)
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